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Security
優れた安全対策で皆様を守ります。

Service
先進の医療を快適に提供します。

Speed
すべてに迅速な対応を心がけます。

Sympathy
患者の皆様と思いを共有します。

http://www.sagaminojcho.go.Jp
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大野北地区コミュニティーバス　時刻表

　当院では従来以上に地域医療に力を入れるため「地域包括ケア病棟」を８月に開設いたしました。「地域包括ケア病棟」
とは、入院治療後病状が安定した患者様に対してリハビリや退院支援など、効率的かつ密度の高い医療を提供するため
に厳しい施設基準をクリアし、国から許可を受けた「在宅復帰支援のための病棟」です。対象となる方は、①当院にてもう
少し経過観察が必要になる方、②在宅復帰に向けて積極的なリハビリが必要な方、③在宅での療養準備が必要な方と
なっております。
　リハビリテーション室においても、より一層「在宅復帰支援」に力を注ぐため従来からの院内の専門施設のほかに、地
域包括ケア病棟にリハビリスペースを設けました。整形外科にて手術後の患者様に対する機能回復訓練はもとより、内
科その他の診療科で治療のために長期臥床を余儀なくされた主に高齢の患者様に対し、通常の生活に戻りやすいよう
に起居動作訓練よりはじめ、食事や着替えの指導等も細やかに行い、患者様がより在宅復帰への意欲を高めていただ
けるように努めております。またお見舞いに来られたご家族の方にも気軽にリハビリを見学して頂き、在宅生活を送る上
での不安を出来る限り解消するよう相談をお受けしております。

人間ドック・健診施設機能評価認定施設

地域と共に
JCHO

■ 院長新年挨拶　「平成27年を迎えて」

■ 新任のご挨拶：血液内科　道下　雄介
　 　　　　　　　小 児 科　小阪裕佳子

■ 相模野病院　健康管理センター紹介
　 「地元の皆さまの健康を応援します！」

■ 地域包括ケア病棟が開設されました
　 「安心して自宅へ戻れるようにサポートしていきます」

■ コミュニティバスのご案内

Vol.61
平成27年1月号（新年号）　

１．患者第 1主義　常に診療を受ける皆様の立場で考え誠実に行動します。
２．安全確保　すべての診療現場で患者の皆様が安心できる環境を作り、安全で質の高い医療を提供します。
３．社会貢献　良質な医療提供を基本として積極的に社会に貢献をします。
４．公正で透明性のある病院　高い倫理観に基づき様々な情報を開示します。
５．働きがいのある職場作り　創造性、主体性を尊重しあい自由で働きやすい職場を実現します。

基本方針

相 模 野 病 院
独立行政法人　地域医療機能推進機構

〒252 - 0206　神奈川県相模原市中央区淵野辺１－２－30
TEL：042－752－2025（代）　FAX：042－754－9543（代）
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相 模 野 病 院
独立行政法人　地域医療機能推進機構

交通のご案内

地域包括ケア病棟が開設されました
安心して自宅へ戻れるように
サポートしていきます

リハビリテーション室

地域包括ケア病棟専従理学療法士　佐藤 みどり

■独立行政法人 地域医療機能推進機構 相模野病院 地域連携情報誌　■企画・製作：地域連携室　■ 発行月：平成 26年 12月



院　長　　内野　直樹平成 27年を迎えて

　明けましておめでとうございます。平成 27 年新年を迎えるに当たり、ご挨拶を
申し上げます。
　昨年 4 月、ようやく新しい法人へ移行いたしました。生みの苦しみを十分以上に
味わった 1 年でしたが、「独立行政法人 地域医療機能推進機構 JCHO（ジェイコー

と呼んでください）」という全国 57病院の新しい団体の一員となりました。簡単に言えば、
相模原市に 2 か所目の国立病院が誕生したという形です。機構移行後も、地域のために必要な
医療、地域で不足する医療を提供していくことを心がけてまいりました。病院の理念も変わりま
せん。「地域と共に」を合言葉に新しい年を迎え、思いも新たに頑張ってまいります。
　相模原市民の皆様、医療機関の皆様、「地域医療機構（JCHO ジェイコー ) 相模野病院）は、
今後も地域皆様に感謝しながら努力を継続してまいります。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　平成26年10月より相模野病院で勤務させて頂くことになりました、小児科の小阪裕佳子と申
します。
　北里大学を卒業し、北里大学病院にて2年間の初期研修を終え、同院小児科に入局いたしまし
た。その後は、北里大学病院、海老名総合病院で勤務しこの度当院へ異動となりました。
　NICU病棟をはじめ、外来・母子センターのスタッフのみなさんに温かく迎えていただき、小児
科・産婦人科の先生方にご指導いただきやっと新しい環境に慣れてきたところです。また医局で
は研修医時代に大変お世話になった他科の先生方との再会もあり、大変心強く感じています。
　外来・病棟診療はいずれにおいても大学とは大きく異なるもので、家族の不安にじっくりと耳を
傾け、児の成長をともに感じることができ、非常に有意義な時間を過ごしています。小児分野の
中でもアレルギーや呼吸器疾患・小児耳鼻疾患に興味があり、診療に際しても勉強になることが
多くあります。
　家族の不安を少しでも解消でき、気になることがあればすぐに当院を受診しようと思ってもら
えるような地域に根差した医療を目標に日々の診療を一生懸命行っていきたいと思います。科
や職種に関わらず、皆様方にたくさんご迷惑をおかけすることと思いますが、ご指導の程どうぞ
よろしくお願い致します。

　どうもはじめまして。2014年10月より相模野病院血液内科に赴任してまいりました道下雄介
と申します。
　私は2011年3月に北里大学医学部を卒業し、初期研修医の2年間を北里大学病院で研修い
たしました。その研修期間に触れた、血液内科学の奥深さや、ある意味では難しさに強いやりが
いや興味を感じ、今や気が付けばその道を志すに到っております。
　相模原・町田地区はこの2市だけでも110万人を超える人口を有する非常に広い医療圏であ
りながら、血液の専門的治療を行っている市中病院は当院以外にはほとんどないと聞いており
ます。必然的に当科へは非常に広範囲から患者さんがお越しになることになり、自分の仕事の責
任の重さを日々実感しております。
　血液疾患の診療は近年まさに日進月歩の勢いで成長を遂げており、治療選択の幅の拡がりと
ともに、私としても治療法に迷うことが実は少なくありません。そんなときに私は病気を診るので
はなく、病人を診るのだという言葉を思い出します。言うまでもなく、患者さんは病状だけでな
く、それぞれの身体の状態や生活背景なども千差万別で、多彩です。それぞれの患者さんに対し
よく理解し、よく考えることがより良い治療への第一歩であり、切り札でもあると思っています。
私はこの世界においてはまだまだ若輩者でございますが、それでもこの約4年間の医師生活の
中で、数多くの患者さんとの出会いを経験してまいりました。そのすべてが私にとってかけがえ
のない思い出であり、大きな財産となっています。多くの患者さんにご満足のいく医療が提供で
きますよう、石井部長の下、これからも精一杯努力を続けてまいりますので、何卒宜しくお願い申
し上げます。

小児科　小阪　裕佳子

血液内科　道下　雄介

専門分野：血液内科一般
趣味・特技：音楽鑑賞、野球観戦

新任医師紹介

健康管理センター紹介相模野病院

地元の皆さまの健康を応援します！

　私たちが元気に生活や仕事をしていくには、日頃の生活習慣
の改善と病気の早期発見・早期治療が重要です。このためには
専門的な健康チェックが不可欠で、厚生労働省からも定期的な
健康診断をうけることが推奨されています。
　当健康管理センターでは「受診された方々に快適に検査を受
けていただき、より精度の高い健診結果を迅速にお届けする」
ことをモットーに、地元の皆さまの健康のお手伝いをさせてい
ただき、親しみやすく信頼される明るいセンターを目指していま
す。病院併設のメリットを生かして、健診から疾病予防、さらに
は病院の診療科での診察や治療までのスムーズで一貫した医
療が可能です。
　さて、企業にお勤めの方には定期的な法定健診が行われま
すが、リタイアされた方や個人業種の方には健診の機会が乏し
いのが現状です。そこで平成20年からそのような方々を対象
にして「特定審査・特定健診・特定保健指導」が開始されました。
糖尿病や高脂血症、高血圧症などの生活習慣病（メタボリック
シンドローム)を予防することを目的としたもので、市民の皆様
が公的な補助を受け、気軽に低価で受診できる制度です。後
日、医師の個別面談もあり、日頃の生活習慣の指導や治療の助
言も受けられます。本年度の上半期ですでに2,000人以上の市
民の方々が当センターを利用され大いに好評でした。
　このほか当センターでは豊富で多彩なオプション検査を準備
し、皆さまの細かいニーズに対応しています。主なオプションは
消化管、心臓、悪性腫瘍、婦人病などの専門検査です。皆さま
がふだん気になる部分のお身体のチェックをさらに踏み込んで
行うことができます。ご不明な点についてはどうぞお気軽にご
相談ください。担当者が皆さまに最適なコースをご紹介いたし
ます。年度もあと僅かになりました。ご利用は予約制になってい
ます。ご希望の方はお早めにご連絡をお願いします。

お問い合わせ、ご予約 (電話受付時間　平日10:00～15:00)
直通電話：042-751-1265、ダイヤルイン：042-758-6113(内線 600番)

健康管理
センター

総合病院

・各種健康診断

・二次健診のフォロー
・診　療
・産業医の派遣

病院との連携体制が確立。

健康管理センター管理課　管理部長　吉田 宗紀 ／ 課長　高井　晃



院　長　　内野　直樹平成 27年を迎えて

　明けましておめでとうございます。平成 27 年新年を迎えるに当たり、ご挨拶を
申し上げます。
　昨年 4 月、ようやく新しい法人へ移行いたしました。生みの苦しみを十分以上に
味わった 1 年でしたが、「独立行政法人 地域医療機能推進機構 JCHO（ジェイコー

と呼んでください）」という全国 57病院の新しい団体の一員となりました。簡単に言えば、
相模原市に 2 か所目の国立病院が誕生したという形です。機構移行後も、地域のために必要な
医療、地域で不足する医療を提供していくことを心がけてまいりました。病院の理念も変わりま
せん。「地域と共に」を合言葉に新しい年を迎え、思いも新たに頑張ってまいります。
　相模原市民の皆様、医療機関の皆様、「地域医療機構（JCHO ジェイコー ) 相模野病院）は、
今後も地域皆様に感謝しながら努力を継続してまいります。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　平成26年10月より相模野病院で勤務させて頂くことになりました、小児科の小阪裕佳子と申
します。
　北里大学を卒業し、北里大学病院にて2年間の初期研修を終え、同院小児科に入局いたしまし
た。その後は、北里大学病院、海老名総合病院で勤務しこの度当院へ異動となりました。
　NICU病棟をはじめ、外来・母子センターのスタッフのみなさんに温かく迎えていただき、小児
科・産婦人科の先生方にご指導いただきやっと新しい環境に慣れてきたところです。また医局で
は研修医時代に大変お世話になった他科の先生方との再会もあり、大変心強く感じています。
　外来・病棟診療はいずれにおいても大学とは大きく異なるもので、家族の不安にじっくりと耳を
傾け、児の成長をともに感じることができ、非常に有意義な時間を過ごしています。小児分野の
中でもアレルギーや呼吸器疾患・小児耳鼻疾患に興味があり、診療に際しても勉強になることが
多くあります。
　家族の不安を少しでも解消でき、気になることがあればすぐに当院を受診しようと思ってもら
えるような地域に根差した医療を目標に日々の診療を一生懸命行っていきたいと思います。科
や職種に関わらず、皆様方にたくさんご迷惑をおかけすることと思いますが、ご指導の程どうぞ
よろしくお願い致します。

　どうもはじめまして。2014年10月より相模野病院血液内科に赴任してまいりました道下雄介
と申します。
　私は2011年3月に北里大学医学部を卒業し、初期研修医の2年間を北里大学病院で研修い
たしました。その研修期間に触れた、血液内科学の奥深さや、ある意味では難しさに強いやりが
いや興味を感じ、今や気が付けばその道を志すに到っております。
　相模原・町田地区はこの2市だけでも110万人を超える人口を有する非常に広い医療圏であ
りながら、血液の専門的治療を行っている市中病院は当院以外にはほとんどないと聞いており
ます。必然的に当科へは非常に広範囲から患者さんがお越しになることになり、自分の仕事の責
任の重さを日々実感しております。
　血液疾患の診療は近年まさに日進月歩の勢いで成長を遂げており、治療選択の幅の拡がりと
ともに、私としても治療法に迷うことが実は少なくありません。そんなときに私は病気を診るので
はなく、病人を診るのだという言葉を思い出します。言うまでもなく、患者さんは病状だけでな
く、それぞれの身体の状態や生活背景なども千差万別で、多彩です。それぞれの患者さんに対し
よく理解し、よく考えることがより良い治療への第一歩であり、切り札でもあると思っています。
私はこの世界においてはまだまだ若輩者でございますが、それでもこの約4年間の医師生活の
中で、数多くの患者さんとの出会いを経験してまいりました。そのすべてが私にとってかけがえ
のない思い出であり、大きな財産となっています。多くの患者さんにご満足のいく医療が提供で
きますよう、石井部長の下、これからも精一杯努力を続けてまいりますので、何卒宜しくお願い申
し上げます。

小児科　小阪　裕佳子

血液内科　道下　雄介

専門分野：血液内科一般
趣味・特技：音楽鑑賞、野球観戦

新任医師紹介

健康管理センター紹介相模野病院

地元の皆さまの健康を応援します！

　私たちが元気に生活や仕事をしていくには、日頃の生活習慣
の改善と病気の早期発見・早期治療が重要です。このためには
専門的な健康チェックが不可欠で、厚生労働省からも定期的な
健康診断をうけることが推奨されています。
　当健康管理センターでは「受診された方々に快適に検査を受
けていただき、より精度の高い健診結果を迅速にお届けする」
ことをモットーに、地元の皆さまの健康のお手伝いをさせてい
ただき、親しみやすく信頼される明るいセンターを目指していま
す。病院併設のメリットを生かして、健診から疾病予防、さらに
は病院の診療科での診察や治療までのスムーズで一貫した医
療が可能です。
　さて、企業にお勤めの方には定期的な法定健診が行われま
すが、リタイアされた方や個人業種の方には健診の機会が乏し
いのが現状です。そこで平成20年からそのような方々を対象
にして「特定審査・特定健診・特定保健指導」が開始されました。
糖尿病や高脂血症、高血圧症などの生活習慣病（メタボリック
シンドローム)を予防することを目的としたもので、市民の皆様
が公的な補助を受け、気軽に低価で受診できる制度です。後
日、医師の個別面談もあり、日頃の生活習慣の指導や治療の助
言も受けられます。本年度の上半期ですでに2,000人以上の市
民の方々が当センターを利用され大いに好評でした。
　このほか当センターでは豊富で多彩なオプション検査を準備
し、皆さまの細かいニーズに対応しています。主なオプションは
消化管、心臓、悪性腫瘍、婦人病などの専門検査です。皆さま
がふだん気になる部分のお身体のチェックをさらに踏み込んで
行うことができます。ご不明な点についてはどうぞお気軽にご
相談ください。担当者が皆さまに最適なコースをご紹介いたし
ます。年度もあと僅かになりました。ご利用は予約制になってい
ます。ご希望の方はお早めにご連絡をお願いします。

お問い合わせ、ご予約 (電話受付時間　平日10:00～15:00)
直通電話：042-751-1265、ダイヤルイン：042-758-6113(内線 600番)

健康管理
センター

総合病院

・各種健康診断

・二次健診のフォロー
・診　療
・産業医の派遣

病院との連携体制が確立。

健康管理センター管理課　管理部長　吉田 宗紀 ／ 課長　高井　晃
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Security
優れた安全対策で皆様を守ります。

Service
先進の医療を快適に提供します。

Speed
すべてに迅速な対応を心がけます。

Sympathy
患者の皆様と思いを共有します。

http://www.sagaminojcho.go.Jp

淵野辺駅北口

停留所名 出発時刻
平　日（朝７時台～夜７時台） 土休日（朝８時台～夕方６時台）
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渕野辺総合病院入口
南門商店街
矢部駅・相模野病院前
南門商店街
第一公園入口
フードワン淵野辺店前
児童相談所南
防衛省陸上装備研究所前
大野北こどもセンター入口
フェアロージュ淵野辺前
あかぬま公園前
椿稲荷神社入口
上矢部五丁目
上矢部四丁目
上矢部三丁目
上矢部二丁目
上矢部一丁目
高橋南
馬場十字路
馬場橋南
上矢部二丁目
上矢部三丁目
上矢部四丁目
上矢部五丁目
椿稲荷神社入口
あかぬま公園前
フェアロージュ淵野辺前
大野北こどもセンター入口
防衛省陸上装備研究所前
児童相談所南
フードワン淵野辺店前
第一公園入口
南門商店街
矢部駅・相模野病院前
南門商店街
渕野辺総合病院入口
淵野辺駅北口
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大野北地区コミュニティーバス　時刻表

　当院では従来以上に地域医療に力を入れるため「地域包括ケア病棟」を８月に開設いたしました。「地域包括ケア病棟」
とは、入院治療後病状が安定した患者様に対してリハビリや退院支援など、効率的かつ密度の高い医療を提供するため
に厳しい施設基準をクリアし、国から許可を受けた「在宅復帰支援のための病棟」です。対象となる方は、①当院にてもう
少し経過観察が必要になる方、②在宅復帰に向けて積極的なリハビリが必要な方、③在宅での療養準備が必要な方と
なっております。
　リハビリテーション室においても、より一層「在宅復帰支援」に力を注ぐため従来からの院内の専門施設のほかに、地
域包括ケア病棟にリハビリスペースを設けました。整形外科にて手術後の患者様に対する機能回復訓練はもとより、内
科その他の診療科で治療のために長期臥床を余儀なくされた主に高齢の患者様に対し、通常の生活に戻りやすいよう
に起居動作訓練よりはじめ、食事や着替えの指導等も細やかに行い、患者様がより在宅復帰への意欲を高めていただ
けるように努めております。またお見舞いに来られたご家族の方にも気軽にリハビリを見学して頂き、在宅生活を送る上
での不安を出来る限り解消するよう相談をお受けしております。

人間ドック・健診施設機能評価認定施設

地域と共に
JCHO

■ 院長新年挨拶　「平成27年を迎えて」

■ 新任のご挨拶：血液内科　道下　雄介
　 　　　　　　　小 児 科　小阪裕佳子

■ 相模野病院　健康管理センター紹介
　 「地元の皆さまの健康を応援します！」

■ 地域包括ケア病棟が開設されました
　 「安心して自宅へ戻れるようにサポートしていきます」

■ コミュニティバスのご案内

Vol.61
平成27年1月号（新年号）　

１．患者第 1主義　常に診療を受ける皆様の立場で考え誠実に行動します。
２．安全確保　すべての診療現場で患者の皆様が安心できる環境を作り、安全で質の高い医療を提供します。
３．社会貢献　良質な医療提供を基本として積極的に社会に貢献をします。
４．公正で透明性のある病院　高い倫理観に基づき様々な情報を開示します。
５．働きがいのある職場作り　創造性、主体性を尊重しあい自由で働きやすい職場を実現します。

基本方針

相 模 野 病 院
独立行政法人　地域医療機能推進機構

〒252 - 0206　神奈川県相模原市中央区淵野辺１－２－30
TEL：042－752－2025（代）　FAX：042－754－9543（代）

◀相原

◀八王子

◀八王子

ＪＲ横 浜 線

小山 常盤

淵野辺一丁目
淵野辺三丁目

淵野辺

根岸西

町 田 街 道
桜美林大学

ゴルフ練習場

麻布大学

鹿沼公園

スーパー
オオゼキ

町田▶

町田▶

横浜▶

矢 部相模原

榎町交差点 矢淵陸橋

鹿沼台矢部駅入口

国 道 １ ６ 号 線

淵野辺
相模原警察署

京王線 小田急線

相模原署前相模原駅入口

ＪＲ横浜線 矢部駅前 八王子 橋  本 町  田 新横浜 横  浜

新  宿

矢  部

相 模 野 病 院
独立行政法人　地域医療機能推進機構

交通のご案内

地域包括ケア病棟が開設されました
安心して自宅へ戻れるように
サポートしていきます

リハビリテーション室

地域包括ケア病棟専従理学療法士　佐藤 みどり

■独立行政法人 地域医療機能推進機構 相模野病院 地域連携情報誌　■企画・製作：地域連携室　■ 発行月：平成 26年 12月


